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日本語能力試験レベルN3以上の日本語学習者	

による日本語の「撥音」の訛りの特徴・傾向	
	

ミン・ジェシー	
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1. はじめに	

	 母語話者の聞き手は強い訛りのある発話に抱くイメージや印象の傾向は負であるため

（金菊煕、2009）外国人訛りはすべての外国語学習者が感心する問題である。	

	 外国語教育の現場での音声指導が後回しにされてしまう現状	(福井貴代美,	2008)、発音

問題に焦点を当たることには価値があると筆者は考えている。本研究は学習者の最も発音

しにくい撥音を見つけることを目標とする。	

	

2.	先行研究	

2.1.	日本語の撥音/N/	

	 日本語撥音/N/の調音位置は後続音声により変化する。撥音は後続する子音と同じ調音

位置の音に変化する同化の事例になる。そして、後続母音の前後位置を取る鼻母音として

実現される。つまり、日本語撥音は前後の音に影響されて元の音が変化する。	

	 後続音声のない語尾/N/の場合、「前舌母音の直後では軟口蓋鼻音となり後舌母音の直後

では口蓋垂鼻音となる」（吐師、小玉、三浦、大門、高倉、林、2014）	

2.2.	鼻音の種類	

	 日本語の撥音は音声的には後続音により両唇鼻音「m」、歯茎鼻音「n」、硬口蓋鼻音「ɲ」、

軟口蓋鼻音「ŋ」、口蓋垂鼻音「N」あるいは鼻母音などが現れる。	

	

図１	 出典：日本語の基礎を学ぼう	
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表２：発音規則

	

	 日本語の撥音はいろいろな形として現れる。文字の「ん」が同じだとしても、発音が同

じわけじゃないことが理解できる。日本語文字体系は音韻を反映しないので、日本語学習

者にとって撥音を含む言葉を発音することが難しいだろう。	

2.3.	外国語の音韻論：第一言語特有の干渉	

2.3.1.中国語	

	 中国人日本語学習者は撥音を含む音節を中国語にある音節で代用する傾向がある(中東、

2003、p.2)。	

	 中東（2003）は日本に在住する中国人日本語学習者３１人に対して調査を行なった。参

加者は撥音を含む単語およびそれを含む短文を二度読み上げた。	

2.3.1.2.撥音の後続音が両唇子音の場合	

	 後続音が両唇鼻音の場合、日本語の撥音として「m」が現れるのが普通だ。中東の調査結

果（2003、p.4）によって、撥音の後続音が両唇子音の場合、「m」が現れる頻度が最も高

いが「ŋ」も比較的多く認められ、「n」も若干数現れたことがわかった。	

	 中東（2003）：	
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「北京語などには「-m」は存在しないが撥音に先行する母音が/i/、/e/、/a/、/u/の場合、

日本語の[-im-]、[-em-]、[-am-]、	[-ɯ	m-]に近い音として、中国語(北京語)には、それ

ぞれ、/-iɘn/	(「因」[iᵊn]...)、/-ian/	(「鉛」[iɛn]...)、/-an/(「安」[an]...)、/-uɘn/	
(「温」[uᵊn]...)の音節があり、これらの	音節末鼻音/-n/は両唇子音が後続する場合、逆
行同化により[-m]として実現される。つまり、音素として/-m/はなくても、具体音声とし

て音節末に[-m]の現れる音が存在するのである。しかし、先行母音が/o/の場合、日本語の

[-om-]に近い音として現れる/-n/を	伴う音節は中国語にはなく、/-	ŋ	/を伴う/。uəŋ/(「翁」

[uɤŋ]、「工」[g̊ʊŋ]...)に現れる[uɤŋ]	や[ʊŋ]が音声的にはかなり近い。そしてこれらの

[-ŋ]は逆行同化により「-m」となることはない。」 
	 従って、中国語母語話者は母語干渉により先行母音が/o/の場合。「m」ではなく、「ŋ」

の音を出す傾向もあるだろう。	

	 中東（2003、p．5）によると、先行母音が/a/や/ｕ/の場合にも「ŋ」の出現が見られる。

母音が前寄りの/a/に近い場合には[m]の出現が多く、後寄りの/ａ/に近い場合には「ŋ」の

現れることが多かった。/ｕ/が前寄りの撥音で撥音された場合に、[m]で現れることが多く、

後寄りの場合に[ŋ]として現れることが多い。	

2.3.1.3.後続音が歯茎子音・後部歯茎子音の場合	

	 中東の実験(2003,p.5)によると、後続音が歯茎子音・後部歯茎子音の場合、学習者の音

声は日本語母語話者と同様、歯茎鼻音/n/が現れることが最も多い。しかし、歯茎子音・後

部歯茎子音の先行母音が/o/,	/a/の場合には「ŋ」の出現頻度もかなり高いことがわかる。

これは両唇鼻音と場合と同じ、日本語の「-on-」に近い音は中国語になく、「ŋ」を伴う	「uəŋ」

や「uɤŋ」が音声的に近い。そして、先行母音が後寄りの/a/に近い場合には ŋの現れるこ

とが多い。	

2.3.1.4.後続音が硬口蓋音の場合	

	後続音が硬口蓋子音の場合、日本語の撥音は「ɲ」として現れることが多い。中国人学習

者の音声も「ɲ」として実現する頻度が高い。しかし、行母音が/o/、/a/の場合には「ŋ」

で実現されることもある(中東 2003,	p.6)。	

	

2.3.1.5.後続音が軟口蓋子音の場合	

	 後続音が硬口蓋子音の場合、日本語の撥音は「ŋ」として現れる。中東（2003,p.7）の実

験に参加した中国人学習者は先行母音にかかわらず「ŋ」を撥音する。この音声は中国人に

とって困難ではないと中東が考えた。	

2.3.1.6.語末の場合	

	 日本語の語末撥音は通常、口蓋垂鼻音「N」になる。しかし、中東（2003,	p.8）の実験

結果によると、語末の場合に口蓋垂鼻音「N」が全く学習者の音声に観察されなかった。代
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わりに学習者の音声には「n」あるいは「ŋ」が現れた。中国語に口蓋垂鼻音「N」がないの

で、母語に存在する音声が代用されている。	

2.3.1.7.後続音が母音、半母音、摩擦子音の場合	

	 この場合、撥音は鼻母音として現れる。中東の実験結果により、学習者の音声には鼻母

音、[n]、「ŋ」の 3種が現れる。北京語などには鼻母音音素は存在しないが、ある音声状

況で鼻母音が現れるので、母語に現れる鼻母音を日本語に代用できる(中東 2003,	p.9)。	

	

2.3.2.英語母語話者の場合	

	 中川（1996）の研究によって、英語母語話者が撥音を発音するときに、「撥音（ん）の

後ろの母音が[n]になる」問題が見られる。「日本の「ん」は語末では舌が歯茎につく「n」

でなく、下が口腔の中央に位置する母音に近い音であるが、「ん」がローマ字で/n/と表記

されることも影響してか、舌を歯茎に軽く触れてしまうケースが多く見られる。」	

	 そして、英語母語話者に撥音の長さが不十分であること、拍の長さが不均等である問題

も見られる。(北村美樹	 online:Ｊ-ＰＯＰの音韻的考察)によると：「日本語と英語では

単語を分節する単位が異なる。すなわち一つの音として認識する単位が異なる。日本語は

モーラ単位、英語は音節単位で単語を分節している。音節とは、基本的に母音を中心とす

る音のまとまりである。すなわち、母音のまわりに子音が群がってできた単位である。」

英語母語話者は一つの子音/N/を音節として認識しないため、日本語の撥音を発音するとき

に母語の特徴が現れ、独立して一拍に数えられる撥音を速く発音することがある。	

・音節とモーラの数え方がずれる例	

	 撥音	「寒天（かんてん）」の場合	

音節で区切ると、[kan.	ten]となり、母音[a]と[e]を持った２音節になる。モーラで区切

ると、[ka.n.te.n]の４モーラとなり、[n]も一人前のモーラとして扱われる。	

	

3.	実験・調査方法	

	 日本語能力試験N3以上の日本語学習者を対象としてググルフォームでアンケートを行っ

た。アンケートは学習者の母語、学習開始年齢、学習期間、日本語能力試験(JLPT)レベル、

日本滞在期間の有無と長さ、発音の学習方法、発音への重視（五段階評価）について質問

をした。	

	 それを記入した上で、研究参加者は撥音を含む短文のリストを読み上げた。リストに A

から Oまで、１５の英語文字に整理された四行ずつの短文がある。Aは硬口蓋鼻音[ɲ]を含

んだ句であり、Bは口蓋垂鼻音[ɴ]、Cは軟口蓋鼻音[ŋ]、Dは歯茎鼻音[n]、E は両唇鼻

音[m]、F から N 記号は鼻母音と半母音の種類[あ、い、う、え、お、わ、や、

ゆ、よ]であって、最後の O記号はサ行の摩擦音[鼻母音か歯茎音]を含む短い句

である。全部は６０行である。参加者が読みやすいため、句にある N4レベル以上の漢字は
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フリガナがつけられている。そして、各句はできる限り一つの鼻音・鼻母音に抑えられて

いる。	

	 例：	C3.	小さな金魚
きんぎょ

	F3.そこの店員
てんいん

	

	 発話者は日本語学習者７名	(男性３名,	女性４名)	を用いた。発話者の母語の内訳は英

語２名,	中国語３	ベトナム語１名,	ジャワ語１名、インドネシア語2名であった。	二人は

複数の母語（中国語と英語、インドネシア語とジャワ語）がある。	

	

	

	

	

	

	

	 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	

図３.	正確に発音する割合	
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新型コロナウイルスの感染拡大を防止するために、収録方法としては受験者自らで録音す

る。その録音を日本語の音声学について指導を受けたことがある教師に送る。その教師は

学習者の音読に対して、フィードバックを与える。フィードバックは以上四つの種類があ

る。	

	

4.	実験結果・分析	

	 受験者は平均読み上げた６５％の短文にある鼻音を正確に発音し、２２％を少し間違え

た発音で読み上げ、１３％の鼻音をとても不自然な発音で読み上げる。	

	 こう見れば、日本語能力試験N2以上を合格した参加者にとって日本語の撥音/N/は撥音し

にくい音と見られる。	

4.1.母語干渉	

	 英語母語話者の結果を見れば、最も頻繁的に起こる問題は鼻母音の代わりに歯茎鼻音[n]

と軟口蓋鼻音[ŋ]が現れることだ。つまり、全員（ゼンイン）のような鼻母音が含んだ単語

はゼニン・ゼンニンになる傾向がある。日本語の撥音[ん]をローマ字で表記される場合に

[n]になるので、英語母語話者が誤読する恐れが高い。そして、中国母語話者の場合、鼻母

音は上手に使えているが、鼻母音の種類が異なることが見られている。	
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図４：母語別に分けられた結果	

	

表５．学習者の問題点と例(頻度の高い順に掲載されている)

	

	 	

実験によって、学習者の音声に１３の種類の発音問題が見つけられた。以上の結果に見ら

れる日本語能力試験レベルN１、N2の日本語学習者の発音の特徴・傾向は:	

	 •母音間の鼻母音の代わりに歯茎鼻音[n]か軟口蓋鼻音[ŋ]が現れること		

	 •鼻音の持続時間が短いこと	

従って、撥音の中で学習者にとって最も発音しにくい鼻音種類は鼻母音であることを示し

ている。	
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おわりに	

	 筆者は日本語音声学の素人でありながら、日本語学習者が面する発音上の困難の原因を

調べるためにこの研究を始めた。この実験によって、全体的な発音の傾向と最も頻繁的に

起こる問題も見つけた。少数の参加者数なので結果の信頼性が低いが、中国語母語話者と

英語母語話者の参加者の音声的なバリエーションと傾向は先行研究と共通点がいくつかあ

った。中国語母語話者は口蓋垂鼻音の代わりに母語に存在する軟口蓋鼻音、鼻母音を使用

することもあり、軟口蓋鼻音の使用も多かった。そして、英語母語話者の方は撥音の長さ、

鼻母音の発音の問題が見られた。母語干渉があることが判明でき、有意義な結果が得た。

日本語と母語の音声規則の特徴を意識して比較すれば、学習者の発音の向上にとって有益

な情報になると筆者は考えている。	
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